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蔓当視線で腎,十二指腸濃脇を診断された愚者冒盟友に

回の対象とL紅 轍鮒では男性洩5人や激性息鰐太,隼齢は

か--1た書
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としヲ初発苧揮発,難治狩三好をこ分拙 そ(:?")累積治癒率

した転のが啓び発症し渋こものとL蒔燃と区別した｡難治
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単独授与-,残り食倒は粘膜保護剤を併FuLた争

乱 検査機uおよび観察項目

性膚年齢gw)醜部位別検討を加え,更に体型慮塾サ合併

季節的牽閑等をこγ-弟､ても可能な限り検討を加えてみた苛

又内視鏡施約時鐸享は,対象か外来患者が室の為一定し

ていないが中継潤d)発哨よを/uケ捌浅内にSup服上施

行している症例紋お多数であるb胃液梗塞は但し莱施行
二ir;;言,

洩.効果判定

内視鏡所見をこよる準j断を持った,

経過観察噂鐸護は,初発転ケ鉦 若者薮発旦漫ウ仙鉦 難治9ケ

月間である,
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望)性別では男性26人(76%)亨女性8人(慧嶺%pう

語)部位別では体部9人(26%),胃角且恩人摘望,q結

前庭部諸人(9%う,十二指腸3人(9I雛,腎曲十

二指腸6人(18%)予残讐望人絹,q6)
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② 内視鏡的累積治癒率 (図 像)

護ヶ月3望%苧3ケ月甜%テ6ケ月93艶の治癒率を認め

良好な成績を得ている｡

③ 部位別治癒率 (囲 諾う

累横治癒率は,十二指腸且ヶ月,吻合都議ケ札 前庭

部5ケ月,胃角部転ヶ月で全例治癒,体部U)綴ヶ月累稽

治癒率転7%を除けば,初発例に【対する 相最もid主rw の効

果を認めたや又胃帝十二指腸漆脇兼存例 摘 例)での治

0%予これをこ比し胃液痴愚3%と著 す二治癒遷延を認めた.
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添う 主治医 --定 且8人 (82%う

② 内視鏡的累積治癒率 (回 議)

3ケ月媛望%サ転ヶ月78%,mJJ一月88%と初発例をこ比 L

その覇効性は若干低下する.
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5う 主治医 -定 格人 (80%)

転) 体型 肥満3人 (60%)ずやせ型 鞭

中年損降の喫煙癖のあるやや小太り釣男性で 胃角都濃

碗m比率が高かった

摺う 累機治癒率

転か月で50%が治癒,いずれも胃声援汚漆脇で遇嘉3-

いた濃癌であ-沃
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二指腹 患う号逆をご治癒遷延症例も5例 は3%うに認めた
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縮か共通するもげ1でないとの認識を得た
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南するものと定義,緋発U〕3% (打3姑 蔓孝藁発が招W,転uF蔑′

盟う,難治の竣0% (盟/5)に無効例認めた

部枚別では休部望例,腎翠u例?胃角歯卜血路腺漫例幸

青首2-緋で)洩紺 の殿適応と考えられる十二指腸液擬に碧草鷺馳

例が多かつた,

光通項は全矧紫煙者であり,喫煙と激痛とげ)相関閑榛

の音義驚鱒を示唆している
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観察期間が真実誘く,症例数も少ないが,粘膜保護剤のみ

う軒泣声r:1日ltiljmILL'し･㍉7,=U-I. 二鳥二:L十 l言 上′言 付 い

Nf護遷発は違例齢みfLがや減鼠か琵湧き止Lた望例,あるいは

減数せずをこ㌃軌LLfJ臥例いずれも束髪ま期間での啓発を認め

/;㌔

7 喫煙,洩轟発症 を将発)時期芦血型

6ケE3累積治癒率,非喫煙群9謁%,喫煙群別タ67叉非

喫煙群7ケ月で金員治癒｡これに比む喫煙節78%と明Lh,

かに治癒低下,遷延化を認めた｡

② 発症時期について (図 践)

初回内視鏡施行時を濃癌発症時期と考えた革鰻月よ昌つ

3月に冬期間"並びに5月6月の発症が日日される早地

域性 (長岡)も考慮.

啓発に関Lてもはば同様の結果を得ている
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図 t; 中.■江川り欄‖項吊甘卜十日 71回1

③ 彪型 を囲 郡

胃液脇では有為の差認め子にかっ渋二が,十二指腸濃轟に

悶ochusの鴇鴬･が有名である紺 ヤ審らの小論文も興味が

｣:了･'~.

呂｡ Fam主もi離meL治療による轄興的内視線変化

昔首2-鮎摘洩紺 をこよる治療中特異的内視鏡変化を5-i.:する

症例報告が笠島7見辛飯田8且らにより為されているが.そ

的所見はラ潰脇間辺の盛りあがりをみたもので32例 膵管

例も含まれ,要注意である.その他注目すべき所見は,
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図冒当院に駅げる血液型と磯境の関係

潰慶鑑の透見像(朋9+b')ナひだ中断湖%),境界不鮮明

な溌い発赤滞日冒9+6'う等であるが9鮫萱粧潤い狛勾芽増

教の為の濃磁庶U)盛りあがりを認めた症鮎豊なか--ノた･

畑互.章ti十'守㍗漣,lJ∵巨､:;畑 htLH･t､ttrL･.I･'~~灘脱

訊互選m励むyという借着になど職為守 成その使用適応

を述べる｡

雄 巨大慢不整.深頻れ漆脇(,磯難治像)

② 中年以降,喫煙癖ある小太りの男性

③ 出血性激痛ア啓発予難治性潰疲

④ 短期間で治癒させる必費のある患者

⑤ 従来薬で3週間-且ヶ月治療すれど治癒傾向認めぬ

場合

Il'IIi.'hllllint･ⅠLr什叩tいrilntlILmni←tの減量･中

t 止について

(お 減農について

内視鏡的にS望Sと絶欝e確認後が最良であるが,業際的

ではなく,SiSは哲だ確認後且､詔ヶ月でSl職)醇確

認,再発の多い且鉦 5月繋9鉦 ほ月を避け,粘膜保

護剤と併用していく,自覚症状和ぎ挽のみで滅鼠しては
いけないA

② 中ILをこついて

である.糖をこ薮篤合併症覇するノ緑;監敷涯治療が衝け欠で
十･丁,.

巌近間駿投与--釣魚非や,維撞療法とLての最低限通年

以上の就寝前1錠投を-狛 再発防息_巨来着効との補整軽さあ

る9日Ol

我 の々経験でも予少くとも連続服薬昭患者で増悪した

症例は認めず.炭矧~叢翻ご亘り服薬葉書機巨㌻る事だけは避け

るべきと考える.

主治医の潰歯に尉する情熱跡歯髄が賢濃磁症の患者の

予後を決定する訳である.

総桔および考接

丁挽m最d豆meの扇ヶ月累積治癒率は初発例で93%啓発例

7郎6,難治例50,96であったが,無効例も9.8% は/胤)
i.;:㌦㍉⊥:_.

1982年に実施された竹本6/)をこよるram豆も立通豆rme多施設

での検討量呈)をみてみると胃鏡癌の穏週間弓累積治癒率確2

%や8週87%で諸外囲での報告ともほぼ-一致している
I.･I凋･-_:l二三･TIO(卜Lq.:_ill-巨言7-淋いL.∴

叉仁二指腹潰轟の治癒率は習潰歯より若干よい成績を

得ている,いずれをrこせよ後へ8遇という短期間での治癒

が立証されてる訳だが我母の検討では雪路遇治癒率は5約

%に満たなく予議へ.転ヶ月とい3=j中期観察で竹本疑最二同

様治癒憾闘志認めた廿この叢をこ開榔諾Y:施行時期の問題が

大きく｡ -般病院に於げる内視鏡施指が必ずしも望週間

ないL穏週間毎に施軒54-できないという事情がある為と考
∴二㌦
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帆 .3jjF-J鋸:)､降の改善をみた症例鮎相当数認めたが亨治

癒率は崩･隼飛ぶ浅緑急速に低机/た.改善健闘忍めない症

か紛争用薬が調書薮検討をすべきである山

泰したが亨薬物就航潰慶は全潰癌が)約漫%9銅こ認め溌こと

の結果を得ているも

一二.∴目し,t山一(､l､什畑壇上Y辛il,ト畑r′澱トト｢~

いとざれる十二紹腺濃威離液者(若年者が多い)で首音2

llil'(､k'.r∴上汁吊ミ汀UJ･-1∴ I~､･.､宮津甘言(＼Lr､IJ車十言.

単をこ濃癖の治療が薬物のみで解決される問題でなくAは-

Ⅹ油ymiaを含めた心身症としての濃慶の存在を考える

上で-ぶっの泰考となるものと思われ/る,

沃i-帖 仙-(､Lげ滅㍉上申2㌦【∴∴･再'j't.再町'-~-

いて検討したが,少なくとも連続服薬で増悪した症例は

なか-3たが亨これをこ比L,廟量二･例食倒をこ啓発を認めた事窯

ftl私-~昭仁':∴ ;lL吊r'小川･ll(卜町架'二一.…∴隼姉i粧＼凍

ているが予いずれ果せよ中止時閑が撃急にすぎたといえ

ら.
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れ唇ここでも療痕確認後半年か63見舞の内科的継続療法

必祭と£酬憐ぎ〃潤論覚郷や原桝殿啓発防ji粟於ける心

と税務的紅は濃慶治療67う義春は不変であ繁昌棋て新しい

課髄である寮がわかるt

.こ1㌧帖't･l…･中りT'pA!‖一日Ll出潮紺官1,}一㌦r巨'--][‖叫

が多凍あGpj紺だ+済の継ぎ症例も認めたI
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十分な顔g感が必蜜である.

最座rrこlniL吊in'-.､tUtl晶:レr ･根1言;illI1~涙ht.Y

では験してなく芦そ翻使用をこ当-了こぼ適応を正しく決め9

心身症としての濃藤塚)存在を臨床医は常をこ念頭をこ置き治

療に専念すべきと思藷-3れ愚や願わくば,熊に∴合併症着す

る濃慶患者に閲歴ば触紺と殿協力が必要不可欠であり9

月[:.‖丹巨隼.柚十叛 砧)(･ltt.I･性情;/七､日 仁巨洩1L;故

と興味を示して下さる事を希望し′渡すや

お わ リ に
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鏡的治癒効果を検討し洗二.

喫煙嵐 十二指腸液癌で治癒腰進化をみる例や無効例

を認めたが難治例をこ翻し凝効な症例鮎散見され概してそ

の治療効果は太であり略紅顔発鰍こ対してば有効であー-｡
上.
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